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研究成果の概要（和文）：　『源氏物語』には、大きく青表紙本と河内本の二系統の本文が存在する。だが市販されて
いる『源氏物語』の本文は藤原定家の手を経た青表紙本系統が殆どである。一方の河内本の本文の実態が充分に理解さ
れていないことに原因がある。そこで、未公開の河内本の本文を翻刻し、別本を含めた三系統の重要な十数本の伝本を
、６巻に渡り、巻ごとに比較可能な対校一覧を作成して公開してきた。平成１９年度から２２年度までの基盤研究Ａで
の４年間を含めると、巻数は１０巻を越える。併せて、時期が来ればそれらをウェブ上で公開するためのデータベース
化の作業も進めてきている。

研究成果の概要（英文）：Texts of The Tale of Genji are roughly divided into two branches: Aobyoshi-bon and
 Kawachi-bon.  Most published versions belong to Aobyoshi-bon, which dates back to a manuscript written by
 Fujiwara No Teika, whereas Kawachi-bon has not been fully studied yet.  We have been transcribing texts o
f Kawachi-bon written in old Japanese letters into the ones in modern letters; we have compiled texts of s
ix volumes of The Tale of Genji, which we have transcribed, so that we can compare the expressions of more
 than ten manuscripts in each volume.  Including the four volumes we had compiled in our project called Sc
ientific Research (A) from Heisei 19 to 22, we have already completed ten volumes, and we also have been b
uilding up database of them, which we will put on our website in the near future.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 『源氏物語』の本文に関わる全体的な研
究は池田亀鑑の『校異源氏物語』（昭和 17 年）
および『源氏物語大成』（昭和 28 年）をもっ
てほぼ止まった状態にある。両書に収められ
た伝本は昭和 13年までに発見されたもので、
それ以後の 70 年間は空白のままである。そ
の空白を埋めるべく平成 19 年度~22 年度ま
で基盤研究Ａによる共同研究を進めてきた。 
(2) 昭和 13 年以降にも『源氏物語』の新たな
本文は発見され続けている。併せて、池田亀
鑑が最善本として『源氏物語大成』の底本と
した大島本に対する本文上の疑念が研究者
によって指摘され始めている。 
(3) 『源氏物語』本文の再検討が進まなかっ
たのは、青表紙本・河内本・別本の主な伝本
の比較が容易な、巻ごとの本文対校一覧がデ
ータ化されていないからであり、その完成を
急ぐ必要である。それが、基盤研究Ａを引き
継いだ理由である。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、源氏物語の本文関係資料の収
集と、その再検討と研究支援体制のさらなる
確立を目指すことにある。 
(2) 本文関係資料の再検討には、従来の本文
に加えて、新たな写本の翻刻が必要である。
さらには、新たに翻刻した本文を加えた本文
対校一覧を、巻ごとに作成して、本文の比較
を可能とするデータベース化が求められる。 
(3) 連携研究者および若手研究者、さらには
海外の研究者をも含めた共同研究会を開催
して、各々のテーマに基づく研究発表と質疑
応答を通して、各研究を深めていくことで、
新提言へと向かうことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 翻刻により本文への関心を深める 
 多くの若手研究者が、新たな本文の翻刻作
業を進めることで、従来のテキストとは異な
る本文の存在を知り、関心を深め、研究発表
へとつなげていく。 
(2) 共同研究会の開催 
 連携研究者および大学院生を中心とする
若手研究者を交えた共同研究会を通して、研
究支援体制の拡大と定着をめざす。 
(3) 研究報告書の作成 
 年度ごとに研究報告書を作成し、その年度
の共同研究会で発表した研究成果を掲載し
て多くの研究者に送付することで、研究に関
心と意見を寄せてもらうことで、さらに研究
を深めていく。 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果 
 年ごとに研究成果を共同研究会で発表し
『報告書』に掲載し、多くの研究者に送付し
て意見を求めてきた。 
(2) ３年間で「桐壺」「帚木」「空蝉」「夕顔」
「蓬生」「関屋」の六巻について、翻刻と本

文の対校一覧を作成して『報告書』に掲載し、
併せて、そのデータベース化を行なった。こ
れらは、前年までの「基盤研究Ａ」での研究
成果を継承するもので、10数本の主要本文の
対校一覧と、そのデータ化が、『源氏物語』
54 巻のうち、10 巻が完成したことになる。 
(3) 今後の展望 
 平成 26 年度から３年間「基盤研究Ｃ」の
継続が認められ、過去７年間の研究成果をさ
らに広げていくことが可能となった。本研究
と並行して『狭衣物語全註釈』の刊行も進め
ているが、本文に関する研究は地味で、忍耐
と継続が求められる。しかし、それを完成す
ることで、本文研究は大きく飛躍できるはず
である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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⑲豊島秀範「『源氏物語』「平瀬家本」本文の
特徴─「蓬生」巻を中心に─」、基盤研究Ｃ  
報告書 豊島秀範編『源氏物語本文のデータ
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ついて、第２回 源氏物語の本文資料に関す
る共同研究会（基盤研究Ｃ）於國學院大學、
2012.12.15、 
⑪上野英子「覚勝院抄源氏物語の諸本分類に
ついて」、第２回 源氏物語の本文資料に関す
る共同研究会（基盤研究Ｃ）於國學院大學、
2012.12.15、 
⑫中村一夫「孤立する本文―早蕨巻における
―」、第２回 源氏物語の本文資料に関する共
同研究会（基盤研究Ｃ）於國學院大學、
2012.12.15、 
⑬上原作和「吉見正頼旧蔵本「浮舟」巻別註
と木下宗蓮」、第２回 源氏物語の本文資料に
関する共同研究会（基盤研究Ｃ）於國學院大
學、2012.12.15、 
⑭菅原郁子「『源氏物語』正徹本の本文系統
（二）―大内家・毛利家・吉川家の文事との
関わり―」、第２回 源氏物語の本文資料に関
する共同研究会（基盤研究Ｃ）於國學院大學、
2012.12.15、 
⑮豊島秀範「「吉川家本」本文の特徴─毛利
家伝来本（河内本）・大内家伝来本（青表紙
本）と「「平瀬本」との本文の関わり─」、第
１回 源氏物語の本文資料に関する共同研
究会（基盤研究Ｃ）、於國學院大學、
2011.12.24、 
⑯渋谷栄一「藤原定家筆「源氏物語」（四半
本系明融臨模本８帖）の本文資料の再検討」、
第１回 源氏物語の本文資料に関する共同研
究会（基盤研究Ｃ）於國學院大學、2011.12.24、 
⑰田坂憲二「『紫明抄』校異の試み」、第１回 
源氏物語の本文資料に関する共同研究会（基
盤研究Ｃ）於國學院大學、2011.12.24、 
⑱上野英子「青表紙本の行方─『仙源抄』所
引の青表紙本文に関する分析―」、第１回 源
氏物語の本文資料に関する共同研究会（基盤
研究Ｃ）於國學院大學、2011.12.24、 
⑲中村一夫「早蕨巻の語彙」、第１回 源氏物
語の本文資料に関する共同研究会（基盤研究
Ｃ）於國學院大學、2011.12.24、 
⑳上原作和「東海大学桃園文庫蔵吉見正頼旧
蔵本「浮舟」巻調査報告」、第１回 源氏物語
の本文資料に関する共同研究会（基盤研究
Ｃ）於國學院大學、2011.12.24、 
㉑豊島秀範「物語を支える儀礼文化」、儀礼
文化学会９月セミナー、於儀礼文化学会研修
室、2011.9.18、 
 
〔図書〕（計１６件） 
①豊島秀範『源氏物語本文のデータ化と新提
言』Ⅲ、編著、査読無、基盤研究Ｃ研究報告
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⑤豊島秀範『源氏物語本文のデータ化と新提
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⑫豊島秀範『狭衣物語全註釈』Ⅵ・巻３中、
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